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アップグレード

この章では、VSM ソフトウェアのアップグレードに関する問題を識別して解決する方法について説明

します。この章の内容は次のとおりです。

• 「アップグレードの概要」（P.5-1）

• 「In Service Software Upgrade の問題」（P.5-1）

• 「VEM のアップグレードの問題」（P.5-5）

• 「GUI のアップグレードの問題」（P.5-7）

• 「アップグレードのトラブルシューティング コマンド」（P.5-18）

アップグレードの概要
Cisco Nexus 1000V のアップグレードには、VSM と VEM の両方でのソフトウェアのアップグレード

が含まれます。

In Service Software Upgrade（ISSU）を、VSM で実行されている Cisco Nexus 1000V イメージのス

テートフル アップグレードに使用できます。ステートフル アップグレードは、スイッチで提供される

データ プレーン サービスの顕著な中断がないアップグレードです。

詳細については、次のマニュアルを参照してください。

• 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, Release 4.2(1)SV1(5.1)』 

In Service Software Upgrade の問題 
次に、In Service Software Upgrade（ISSU）を使用したソフトウェア アップグレードの問題について

現象、考えられる原因、および解決方法を示します。

表 5-1 ISSU の問題

症状 考えられる原因 解決策

エラー メッセージ：

Pre-Upgrade check failed.

Return code 0x40930062 

(free space in the 

filesystem is below 

threshold).

このエラーは、/var/sysmgr 
パーティションに十分なス

ペースがないことを示す。

1. システムを再起動します。
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エラー メッセージ：

Pre-Upgrade check 

failed.Return code 

0x4093000A (SRG collection 

failed)

モジュールが、アップグレー

ド時に削除されている。

1. モジュールの削除が完了したことを確認します。

2. 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

ソフトウェア アップグレードを再始動します。

エラー メッセージ：

Pre-Upgrade check 

failed.Return code 

0x40930076 (Standby sup is 

offline.ISSU will not 

proceed)

スタンバイ VSM が存在しな

いか、アクティブ VSM と同

期されないため、VSM が安定

した HA ペアを形成しない。

1. HA の同期状態を確認します。

show system redundancy status

show コマンドの出力が次を示す必要があります。

Active VSM：HA スタンバイとアクティブ

Standby VSM：HA スタンバイ 

2. show コマンドの出力が VSM が同期されないことを示し

ている場合は、「ハイ アベイラビリティでの問題」

（P.6-3）を参照してください。

3. VSM が同期されたら、『Cisco Nexus 1000V Installation 
and Upgrade Guide, Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳

細な手順を使用して、ソフトウェア アップグレードを再

開します。

エラー メッセージ：

Pre-Upgrade check failed. 
Return code 0x807B0002 
(No such file or 
directory)

エラー メッセージ：

Pre-Upgrade check 

failed.Return code 

0x4093000F (Failed to copy 

image)

アップグレードに必要なソフ

トウェア イメージ ファイル

が存在しない、または 
bootflash: リポジトリにコ

ピーされていない。

ファイルのコピーに十分な領

域が bootflash: にない可能性

があります。

1. イメージ ファイルのブートフラッシュに領域が十分にあ

ることを確認します。

dir

2. 次のいずれかを実行します。

– さらにスペースが必要な場合、ソフトウェア イメー

ジ ファイルの領域を作るために、bootflash リポジ

トリから他のファイルを削除します。

delete

注意 ブートフラッシュからキックスタートまたはシス

テム イメージ ファイルを削除しないでください。

ブート フラッシュにイメージ ファイルがない場

合、システムは必要に応じて再起動できません。

– 該当しない場合は、次の手順に進みます。

3. www.cisco.com から bootflash: リポジトリに必要なイ

メージをダウンロードします。

4. 正しいイメージが bootflash: リポジトリにあることを確

認します。

show boot

5. 正しいソフトウェア イメージが bootflash: リポジトリに

ある場合は、『Cisco Nexus 1000V Installation and 
Upgrade Guide, Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な

手順を使用して、ソフトウェア アップグレードを再開し

ます。

表 5-1 ISSU の問題 （続き）

症状 考えられる原因 解決策
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install コマンドが失敗し、次

のエラーが表示される。

Return code 0x4045001F 
(image MD5 checksum 
error)
Pre-Upgrade check 

failed.Return code 

0x40930011 (Image 

verification failed)

アップグレードに必要なソフ

トウェア イメージ ファイル

が MD5 チェックサム検証を

受け渡さず、アップグレード

の続行するための正しいファ

イルが bootflash: に存在しな

いことを示す。

ファイルはコピーする際に切

り捨てることができます。

1. www.cisco.com のアップグレード zip フォルダの 
README ファイルを使用して、各イメージ ファイルの 
MD5 チェックサムを確認します。

show file bootflash: filename md5sum

2. 一致しないファイルを置き換えます。

3. 正しいイメージが bootflash: リポジトリ上にあり、

チェックサムが一致することを確認します。

show file bootflash: filename md5sum

4. 正しいソフトウェア イメージが bootflash: リポジトリに

ある場合は、『Cisco Nexus 1000V Installation and 
Upgrade Guide, Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な

手順を使用して、ソフトウェア アップグレードを再開し

ます。

エラー メッセージ：

Install has failed.Return 

code 0x40970001 

(Incompatible image)

install all コマンドの入力時

に誤ったファイル名を使用し

た可能性がある。

新しいソフトウェア イメージの正しいファイル名を使用して

ソフトウェア アップグレードを再開します。

install all kickstart filename1 system filename2

アップグレード後、VSM で
新しいソフトウェア バー

ジョンが稼動していない。

ブート変数が正しく設定され

ていない。

1. 実行イメージおよびブート変数がアップグレード バー

ジョンと一致していることを確認します。

show version

show boot

2. 必要に応じて、必要なイメージを www.cisco.com から

ローカル bootflash: リポジトリにダウンロードします。

3. 正しいイメージが bootflash: リポジトリにあることを確

認します。

show boot

4. 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

ソフトウェア アップグレードを再始動します。

5. 問題が解決されない場合は、アップグレードの詳細を収

集し、サポート ケースを開きます。

show system internal log install details

表 5-1 ISSU の問題 （続き）

症状 考えられる原因 解決策
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設定のコピー処理の実行に失

敗し、アップグレードが停止

する。

Performing configuration 
copy.
[####------------] 30%

サービスまたはシステム エ
ラー。

1. 設定を手動でコピーします。

copy running-config startup-config

2. 次のいずれかを実行します。

– 経過表示バーが 1 分以上 100% の前で停止している

場合は、アップグレードの詳細を収集し、サポート 
ケースを開きます。

show system internal log install details

– コピーが遅延なく成功したら、『Cisco Nexus 1000V 
Installation and Upgrade Guide, Release 
4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細手順を使用して、ソフ

トウェア アップグレードを再開します。

エラー メッセージ：

Another install procedure 

may be in 

progress.(0x401E0007)

別のアップグレード セッ

ションが VSM コンソールま

たは SSH/Telnet から進行中。

次のいずれかを実行します。

• 進行中の最初のアップグレード セッションを続行します。

• アップグレードを停止し、『Cisco Nexus 1000V 
Installation and Upgrade Guide, Release 4.2(1)SV1(5.1)』
にある詳細な手順を使用して、1 つのセッションのみを

再開します。

インストール コマンドが次

のエラー メッセージで失敗

する。

-- FAIL. Return code 
0x4093001E (Standby 
failed to come online)
Install has failed.Return 

code 0x4093001E (Standby 

failed to come online)

新しいイメージでのスタンバ

イ VSM の起動が失敗する。

次のいずれかを実行します。

• 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

ソフトウェア アップグレードを再始動します。

• アップグレードを延期し、ブート変数を元のファイル名

にリセットします。

boot kickstart filename [sup-1] [sup-2]

インストール コマンドが次

のエラー メッセージで失敗

する。

Install has failed. 
Return code 0x4093001F 
(Standby installer failed 
to take over the 
installation).
Please identify the cause 
of the failure, and try 
“install all” again”

スタンバイ VSM をアクティ

ブにし、アクティブな VSM 
との安定した HA ペアを形成

するのに 10 分以上かかる。

1. ブート変数を元のファイル名にリセットします。

boot kickstart filename [sup-1] [sup-2]

2. スタンバイがまだ新しいソフトウェア バージョンを実行

している場合は、そのファイルをリロードします。

reload

両方で元のソフトウェア バージョンが動作しているよう

に、スタンバイをアクティブと同期します。

表 5-1 ISSU の問題 （続き）

症状 考えられる原因 解決策
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VEM のアップグレードの問題 
次に、VEM ソフトウェア アップグレードの問題について現象、考えられる原因、および解決方法を示

します。

インストール コマンドが次

のエラー メッセージで失敗

する。

Module 2: Waiting for 
module online.
 -- SUCCESS
-- Install has failed. 
Return code 0x40930000 
(Current operation failed 
to complete within 
specified time)

スタンバイ VSM での失敗に

より、「Continuing with 
installation, please wait」
メッセージの後、スイッチ

オーバーの前にリロードが行

われる。

1. ログを検査します。

show logging

2. プロセス障害によって生じたスタンバイのリロードを探

します。

show cores

プロセスのクラッシュが見られる場合は、アップグレー

ドの詳細を収集し、サポート ケースを開きます。

show system internal log install details

3. 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

ソフトウェア アップグレードを再始動します。

Pre-Upgrade check failed

Return code 0x40930062 
(free space in the filesystem 
is below threshold).

1.

表 5-1 ISSU の問題 （続き）

症状 考えられる原因 解決策

表 5-2 VEM のアップグレードの問題

症状 考えられる原因 解決策

VSM コンソールから VEM 
のアップグレードを開始した

後、VUM が新しい VEM で
ホストのアップグレードをス

キップする。

次の 1 つまたは複数が、ホス

ト クラスタでイネーブルで

ある。

• VMware High 
Availability（HA）

• VMware Fault Tolerance
（FT）

• Vmware Distributed 
Power Management

（DPM）

1. アップグレードの障害を確認します。

show vmware vem upgrade status

2. vCenter server から、クラスタの HA、FT、および 
DPM をディセーブルにします。

3. 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

VEM ソフトウェア アップグレードを再始動します。

VEM のアップグレードが失

敗する。

誤った VUM のバージョンを

使用している。

1. 『Cisco Nexus 1000V Compatibility Information, Release 
4.2(1)SV1(5.1)』を使用して、アップグレードに必要な 
VUM のバージョンを識別します。

2. 正しい VUM のバージョンにアップグレードします。

3. 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

ソフトウェア アップグレードを再始動します。
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アップグレード後、ホストが 
VSM に追加されない。

誤った VEM ソフトウェア 
バージョンがホストにインス

トールされている。

1. 『Cisco Nexus 1000V Compatibility Information, Release 
4.2(1)SV1(5.1)』を使用して、アップグレードに必要な 
VEM ソフトウェア バージョンを識別します。

2. 適切な VEM ソフトウェア バージョンおよび『Cisco 
Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, Release 
4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、アップ

グレードを続行します。

VEM のアップグレードが失

敗する。

誤った VEM BundleID が 
vCenter サーバに指定されて

いる。

1. 『Cisco Nexus 1000V Compatibility Information, Release 
4.2(1)SV1(5.1)』を使用して、アップグレードに必要な 
BundleID を識別します。

2. vCenter Server で使用されている BundleID を確認しま

す。

show vmware vem upgrade status

3. アップグレードの vCenter Server を通知し、アップグ

レードを開始します。

vmware vem upgrade notify

vmware vem upgrade proceed

bundleID が vCenter Server で更新されます。

4. BundleID がアップグレード バージョンに正しく更新さ

れていることを確認します。

show vmware vem upgrade status

5. 次のいずれかを実行します。

– BundleID が正しく更新された場合は、『Cisco 
Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用

してアップグレードを続行します。

– 正しく更新されていない場合は、アップグレード

の詳細を収集し、サポート ケースを開きます。

show system internal log install details

表 5-2 VEM のアップグレードの問題 （続き）

症状 考えられる原因 解決策
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 GUI のアップグレードの問題 
次に、GUI アップグレード アプリケーションを使用したソフトウェア アップグレードの問題について

現象、考えられる原因、および解決方法を示します。

（注） SV1(4) から SV1(4a) に直接アップグレードする場合は、GUI は使用せず、この項の内容は該当しませ

ん。ここで説明する内容は、SV1(4a) へのアップグレードの前に、SV1(3x) リリースから SV1(4) への

中間アップグレードに GUI を使用する場合にだけ該当します。

シェルのメッセージが、モ

ジュールのアンロードが失敗

したことを通知する。

アップグレードを開始する前

に、モジュールがメンテナン

ス モード（すべての VM が 
VMotion された状態）にな

らなかった。

1. ホストをメンテナンス モードにします。

2. 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

アップグレードを続行します。

ホストに、新しいモジュール

をロードするだけの十分なメ

モリがない。

ホストに 2 GB 以上の物理 
RAM が必要です。Cisco 
Nexus 1000V VSM VM もホ

ストする場合は、4 GB 以上

の物理 RAM が必要です。

vCenter Server VM もホスト

する場合は、追加メモリが必

要なことがあります。

1. ホストに新しいモジュールをロードするだけの十分な

メモリがあることを確認します。

RAM および CPU の割り当ての詳細については、

『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』を参照してください。

2. 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

アップグレードを続行します。

表 5-2 VEM のアップグレードの問題 （続き）

症状 考えられる原因 解決策

表 5-3 GUI のアップグレードの問題

症状 考えられる原因 解決策

アップグレードの GUI が 10 
分後に停止してタイムアウト

になり、次のメッセージが表

示される。

「Error: Could not contact the 
upgraded VSM at 
n.n.n.n.Please check the 
connection.」

アップグレード時に、mgmt0 
インターフェイスに到達不能

な IP アドレスを設定した。

この場合、冗長ペアの一方の 
VSM は新規のソフトウェア

がインストールされた状態で

到達不能になり、もう一方の 
VSM はアップグレード前の

元のソフトウェア バージョ

ンがインストールされた状態

で到達可能になります。

1. 以前のソフトウェア バージョンに VSM ペアを戻すに

は、次のいずれかの手順を実行します。

– 「プライマリがアクティブな場合のセカンダリ 
VSM の回復」（P.5-8）

– 「セカンダリがアクティブな場合のプライマリ 
VSM の回復」（P.5-13）

2. 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

ソフトウェア アップグレードを再始動します。
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例 5-1 アップグレード：アップグレード情報の入力 

次に、アップグレード プロセス時にシステム イメージとキックスタート イメージを指定する例を示し

ます。この例で指定されているイメージは、同じリリース SV1.4 のものです。あるリリースからキッ

クスタート イメージを指定し、別のリリースからシステム イメージを指定すると、アップグレードを

続行できません。

プライマリがアクティブな場合のセカンダリ VSM の回復

プライマリ VSM がアクティブの場合は、次の手順を使用してセカンダリ VSM を回復できます。

（注） この項の情報は、Release 4.2(1)SV1(4) から Release 4.2(1)SV1(5.1) にアップグレードする場合は該当

しません。

アップグレードの GUI が 10 
分後に停止してタイムアウト

になり、次のメッセージが表

示される。

「Error: Could not contact the 
upgraded VSM at 
10.104.244.150.Please check 
the connection.」

タイムアウト後に、一方の 
VSM がスイッチ（ブート）

モードでアップする。

アップグレードに互換性のな

い、または適切でない VSM 
ソフトウェア イメージを選

択した。

GUI の選択リストから選択し

たソフトウェア イメージに、

あるソフトウェア バージョ

ンのシステムイメージ、およ

び別のソフトウェア バー

ジョンのキックスタート イ
メージが含まれていた。これ

らのイメージは、同じソフト

ウェア バージョンである必

要があります。

アップグレード時にソフト

ウェア イメージを選択する

例については、例 5-1を参照

してください。

1. アップグレードを続行するには、まず、次のいずれか

を使用して VSM を回復させます。

– 「プライマリがアクティブな場合のセカンダリ 
VSM の回復」（P.5-8）

– 「セカンダリがアクティブな場合のプライマリ 
VSM の回復」（P.5-13）

2. 『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, 
Release 4.2(1)SV1(5.1)』にある詳細な手順を使用して、

ソフトウェア アップグレードを再始動します。

表 5-3 GUI のアップグレードの問題 （続き）

症状 考えられる原因 解決策
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ステップ 1 「VSM アップグレードの停止」（P.5-9）の手順を使用して、VSM でのアップグレードを停止します。

ステップ 2 「ブート変数の変更」（P.5-10）の手順を使用して、ブート変数を以前のバージョンに戻します。

ステップ 3 vCenter Server の左側のパネルで、セカンダリ VSM を右クリックし、[Delete from Disk] を選択します。

セカンダリ VSM が削除されます。

ステップ 4 vSphere client Deploy OVF Template ウィザードを使用し、次を指定してソフトウェアを再インストー

ルし、新しい VSM を作成します。

• Nexus 1000V セカンダリの設定方法

（GUI セットアップ ダイアログで HA ペアのセカンダリ VSM を設定）

• プライマリ VSM のホストまたはクラスタ

• プライマリ VSM と同じドメイン ID およびパスワード

詳細な手順については、『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, Release 4.2(1)SV1(5.1)』
を参照してください。

VSM がアップして、スタンドアロン VSM が新たに作成された HA ペアを形成します。VSM には、以

前のバージョンのソフトウェアがインストールされています。

VSM アップグレードの停止 

次の手順に従って、進行中の VSM アップグレードを停止できます。

はじめる前に

• EXEC モードで CLI にログインしていること。

（注） この項の情報は、Release 4.2(1)SV1(4) から Release 4.2(1)SV1(5.1) にアップグレードする場合は該当

しません。

手順の詳細

ステップ 1 アップグレード ステータスを表示します。

show svs upgrade status

例: 
n1000v# show svs upgrade status 
Upgrade State: Start
Upgrade mgmt0 ipv4 addr: 1.1.1.1
Upgrade mgmt0 ipv6 addr:  
Upgrade control0 ipv4 addr:  

ステップ 2 アップグレードを停止します。

configure terminal 

no svs upgrade start

例: 
n1000v# configure terminal
n1000v#(config)# no svs upgrade start 
WARNING! VSM upgrade process is aborted
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n1000v#(config)#

ステップ 3 アップグレード ステータスを表示します。

show svs upgrade status

例: 
n1000v#(config)# show svs upgrade status 
Upgrade State: Abort
Upgrade mgmt0 ipv4 addr: 
Upgrade mgmt0 ipv6 addr:  
Upgrade control0 ipv4 addr:  

ステップ 4 これで手順は完了です。次に示されるプロセスに戻ります。

• 「プライマリがアクティブな場合のセカンダリ VSM の回復」（P.5-8）

• 「セカンダリがアクティブな場合のプライマリ VSM の回復」（P.5-13）

ブート変数の変更

次の手順に従って、VSM のブートに使用するソフトウェア イメージを置換できます。

はじめる前に

• EXEC モードで CLI にログインしていること。

• アップグレード前のシステムのファイル名と、適用するキックスタート イメージ ファイルがわ

かっている。

手順の詳細

ステップ 1 現在のブート変数を表示します。

show boot

例: 
n1000v# show boot 
sup-1
kickstart variable = bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
system variable = bootflash:/nexus-1000v-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
sup-2
kickstart variable = bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mzg.4.2.1.SV1.4.bin
system variable = bootflash:/nexus-1000v-mzg.4.2.1.SV1.4.bin
No module boot variable set
n1000v(config)#  

ステップ 2 現在のシステムおよびキックスタート ブート変数を削除します。

configure terminal 

no boot system

no boot kickstart

例: 
n1000v# configure terminal
n1000v(config)# no boot system 
n1000v(config)# no boot kickstart 
n1000v#(config)# 
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ステップ 3 システムおよびキックスタート ブート変数をアップグレード前の元のファイル名に復元します。

boot system bootflash:system-boot-variable-name

boot system bootflash:kickstart-boot-variable-name

例: 
n1000v#(config)# boot system bootflash:nexus-1000v-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
n1000v#(config)# boot kickstart bootflash:nexus-1000v-kickstart-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
n1000v#(config)#

ステップ 4 実行コンフィギュレーションをスタートアップ コンフィギュレーションにコピーします。

copy run start

例: 
n1000v#(config)# copy run start
[########################################] 100%e
n1000v#(config)#

ステップ 5 システムおよびキックスタート ブート変数の変更を確認します。

show boot

例: 
n1000v#(config)# show boot 
sup-1
kickstart variable = bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
system variable = bootflash:/nexus-1000v-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
sup-2
kickstart variable = bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
system variable = bootflash:/nexus-1000v-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
No module boot variable set
n1000v#(config)#

ステップ 6 これで手順は完了です。次に示されるプロセスに戻ります。

• 「プライマリがアクティブな場合のセカンダリ VSM の回復」（P.5-8）

• 「セカンダリがアクティブな場合のプライマリ VSM の回復」（P.5-13）
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VSM の電源投入

新たに作成した VSM の電源を投入するには、ここに示す手順を実行します。

ステップ 1 vCenter Server の左側のパネルで、VSM を右クリックし、[Power] > [Power On] を選択します。

VSM が起動します。

ステップ 2 これで手順は完了です。「セカンダリがアクティブな場合のプライマリ VSM の回復」（P.5-13）に戻っ

てください。

HA ロールの変更

次の手順に従って、VSM の HA ロールを変更できます。

はじめる前に

• EXEC モードで CLI にログインしていること。

• 既存の VSM のドメイン ID がわかっている。

手順の詳細

ステップ 1 既存の VSM のドメインに移動します。

configure terminal

svs-domain
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domain id domain-id 

例:
n1000v# config t 
n1000v(config)# svs-domain
n1000v(config-svs-domain)# domain id 1941
Warning: Config saved but not pushed to vCenter Server due to inactive connection!

ステップ 2 HA ロールを変更します。

system redundancy role [primary | secondary | standalone]

例: 
n1000v(config-svs-domain)# system redundancy role secondary
Setting will be activated on next reload.
n1000v(config-svs-domain)# 

例: 
n1000v(config-svs-domain)# system redundancy role primary
Setting will be activated on next reload.
n1000v(config-svs-domain)# 

ステップ 3 実行コンフィギュレーションをスタートアップ コンフィギュレーションにコピーします。

copy run start

例: 
n1000v#(config-svs-domain)# copy run start
[########################################] 100%e
n1000v#(config-svs-domain)#

ステップ 4 これで手順は完了です。「セカンダリがアクティブな場合のプライマリ VSM の回復」（P.5-13）に戻っ

てください。

セカンダリがアクティブな場合のプライマリ VSM の回復

次のプロセスに従って、セカンダリ VSM がアクティブである場合にプライマリ VSM を回復させるこ

とができます。

ステップ 1 「VSM アップグレードの停止」（P.5-9）の手順を使用して、セカンダリ VSM でのアップグレードを停

止します。

ステップ 2 「ブート変数の変更」（P.5-10）の手順を使用して、ブート変数を以前のバージョンに戻します。

ステップ 3 vCenter Server の左側のパネルで、プライマリ VSM を右クリックし、[Delete from Disk] を選択します。

プライマリ VSM が削除されます。

ステップ 4 OVA からソフトウェアを再インストールし、次の情報を指定することによって、新規の VSM を作成

します。

• GUI に代わる手動（CLI）設定方法 

• 既存のセカンダリ VSM のホストまたはクラスタ

詳細なインストール手順については、『Cisco Nexus 1000V Installation and Upgrade Guide, Release 
4.2(1)SV1(5.1)』を参照してください。

ステップ 5 「ポート グループの接続解除」（P.5-14）の手順を使用して、新規の VSM に電源を投入するときに、ホ

スト サーバと VSM 間のポート グループが接続していないことを確認します。
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ステップ 6 「VSM の電源投入」（P.5-12）の手順を使用して、新たに作成した VSM に電源を投入します。

VSM がスタンドアロン HA ロールでアップします。

ステップ 7 「HA ロールの変更」（P.5-12）の手順を使用して、新たに作成したスタンドアロンの VSM の HA ロー

ルをプライマリに変更し、設定を保存します。

ステップ 8 「VSM の電源オフ」（P.5-15）の手順を使用して、新たに作成した VSM の電源を切ります。

ステップ 9 「ポート グループの接続」（P.5-16）の手順を使用して、新規の VSM に電源を投入するときに、ホスト 
サーバと VSM 間のポート グループが接続していることを確認します。

ステップ 10 「VSM の電源投入」（P.5-12）の手順を使用して、新たに作成した VSM に電源を投入します。

VSM がアップしてホスト サーバと接続し、既存のプライマリ VSM との HA ペアを形成します。

ポート グループの接続解除 

ポート グループと VSM の接続を解除して、ホスト サーバへの接続を防止するには、ここに示す手順

を実行します。

ステップ 1 vCenter Server で VSM を選択し、[Edit] > [Settings] を選択します。

[Virtual Machine Properties] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 制御ポート グループを選択し、次の [Device Settings] のチェックボックスをオフにします。

• [Connected]

• [Connect at Power On]

制御ポートを介した VSM からホスト サーバへの接続がドロップされ、VSM に電源投入しても復元さ

れません。
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ステップ 3 管理ポート グループを選択し、次の [Device Settings] のチェックボックスをオフにします。

• [Connected]

• [Connect at Power On]

管理ポートを介した VSM からホスト サーバへの接続がドロップされ、VSM に電源投入しても復元さ

れません。

ステップ 4 これで手順は完了です。「セカンダリがアクティブな場合のプライマリ VSM の回復」（P.5-13）に戻っ

てください。

VSM の電源オフ

新たに作成した VSM の電源を切るには、ここに示す手順を実行します。

ステップ 1 vCenter Server の左側のパネルで、VSM を右クリックし、[Power] > [Power Off] を選択します。
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VSM がシャットダウンします。

ステップ 2 これで手順は完了です。「セカンダリがアクティブな場合のプライマリ VSM の回復」（P.5-13）に戻っ

てください。

ポート グループの接続 

VSM に電源を投入するときに、ポート グループをホストに接続させるには、ここに示す手順を実行し

ます。

ステップ 1 vCenter Server で VSM を選択し、[Edit] > [Settings] を選択します。

[Virtual Machine Properties] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 制御ポート グループを選択し、次の [Device Settings] のチェックボックスをオンにします。

• [Connect at Power On]

VSM に電源を投入すると、制御ポートを介してホスト サーバに接続します。
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ステップ 3 管理ポート グループを選択し、次の [Device Settings] のチェックボックスをオンにします。

• [Connect at Power On]

VSM に電源を投入すると、管理ポートを介してホスト サーバに接続します。
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ステップ 4 これで手順は完了です。「セカンダリがアクティブな場合のプライマリ VSM の回復」（P.5-13）に戻っ

てください。

アップグレードのトラブルシューティング コマンド 
アップグレードに関する問題をトラブルシューティングするには、この項のコマンドを使用します。

例 5-2 show boot

n1000v# show boot 
sup-1
kickstart variable = bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
system variable = bootflash:/nexus-1000v-mz.4.0.4.SV1.3a.bin
sup-2
kickstart variable = bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mzg.4.2.1.SV1.4.bin
system variable = bootflash:/nexus-1000v-mzg.4.2.1.SV1.4.bin
No module boot variable set
n1000v#  

コマンド 説明 

show boot ブート変数の定義を表示します。VSM のブート

に使用されるソフトウェア イメージの名前が示

されます。

例 5-2（P.5-18） を参照してください。

show moduleSee アクティブ VSM およびスタンバイ VSM のモ

ジュール状態を表示します。

例 5-4（P.5-19）（ISSU）を参照してください。

例 5-4（P.5-19）を参照してください。

show running-config | in boot 実行コンフィギュレーションの現在のブート変数

を表示します。

例 5-5（P.5-19） を参照してください。

show startup-config | in boot スタートアップ コンフィギュレーションの現在

のブート変数を表示します。

例 5-6（P.5-20） を参照してください。

show svs connections VSM と VMware ホスト サーバ間の現在の接続

を表示します。

例 5-7（P.5-20） を参照してください。

show svs upgrade status アップグレード状態を表示します。

例 5-8（P.5-20） を参照してください。

show system redundancy status VSM の現在の冗長性状態を表示します。

例 5-9（P.5-20） を参照してください。

show vmware vem upgrade status アップグレード状態を表示します。

例 5-10（P.5-21） を参照してください。
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例 5-3 show module（ISSU で VSM が最初にアップグレードされ、VEM のアップグレードは保留中）

n1000v# show module 
Mod Ports Module-Type                      Model              Status
--- ----- -------------------------------- ------------------ ------------
1   0     Virtual Supervisor Module        Nexus1000V         ha-standby
2   0     Virtual Supervisor Module        Nexus1000V         active *
3   248   Virtual Ethernet Module          NA                 ok
Mod Sw              Hw 
--- --------------- ------ 
1   4.2(1)SV1(4a)   0.0 
2   4.2(1)SV1(4a)   0.0 
3   4.2(1)SV1(4)    1.9 
Mod MAC-Address(es)                        Serial-Num
--- -------------------------------------- ----------
1   00-19-07-6c-5a-a8 to 00-19-07-6c-62-a8 NA 
2   00-19-07-6c-5a-a8 to 00-19-07-6c-62-a8 NA 
3   02-00-0c-00-03-00 to 02-00-0c-00-03-80 NA 
Mod Server-IP       Server-UUID                          Server-Name
--- --------------- ------------------------------------ --------------------
1   10.78.109.43    NA                                   NA
2   10.78.109.43    NA                                   NA
3   10.78.109.51    4220900d-76d3-89c5-17d7-b5a7d1a2487f 10.78.109.51
n1000v#

例 5-4 show module（VEM および VSM がアップグレードされる）

n1000v# show module 
Mod  Ports  Module-Type                      Model              Status
---  -----  -------------------------------- ------------------ ------------
1    0      Virtual Supervisor Module        Nexus1000V         ha-standby
2    0      Virtual Supervisor Module        Nexus1000V         active *
3    248    Virtual Ethernet Module          NA                 ok

Mod  Sw               Hw      
---  ---------------  ------  
1    4.0(4)SV1(3)     0.0    
2    4.0(4)SV1(3)     0.0    
3    4.2(1)SV1(4)     1.9    

Mod  MAC-Address(es)                         Serial-Num
---  --------------------------------------  ----------
1    00-19-07-6c-5a-a8 to 00-19-07-6c-62-a8  NA         
2    00-19-07-6c-5a-a8 to 00-19-07-6c-62-a8  NA         
3    02-00-0c-00-03-00 to 02-00-0c-00-03-80  NA         

Mod  Server-IP        Server-UUID                           Server-Name
---  ---------------  ------------------------------------  --------------------
1    10.78.109.43     NA                                    NA
2    10.78.109.43     NA                                    NA
3    10.78.109.51     4220900d-76d3-89c5-17d7-b5a7d1a2487f  10.78.109.51
n1000v#

例 5-5 show running-config | include boot

n1000v# show running-config | include boot 
boot kickstart bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mzg.4.2.1.SV1.4a.bin sup-1
boot system bootflash:/nexus-1000v-mzg.4.2.1.SV1.4a.bin sup-1
boot kickstart bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mzg.4.2.1.SV1.4a.bin sup-2
boot system bootflash:/nexus-1000v-mzg.4.2.1.SV1.4a.bin sup-2
n1000v#
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例 5-6 show startup-config | include boot

switch# show startup-config | include boot
boot kickstart bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mzg.4.2.1.SV1.4a.bin sup-1
boot system bootflash:/nexus-1000v-mzg.4.2.1.SV1.4a.bin sup-1
boot kickstart bootflash:/nexus-1000v-kickstart-mzg.4.2.1.SV1.4a.bin sup-2
boot system bootflash:/nexus-1000v-mzg.4.2.1.SV1.4a.bin sup-2
n1000v#

例 5-7 show svs connections

n1000v# show svs connections

connection vc:
    hostname: 172.23.232.139
    remote port: 80
    protocol: vmware-vim https
    certificate: default
    datacenter name: Hamilton-DC
    DVS uuid: 9b dd 36 50 2e 27 27 8b-07 ed 81 89 ef 43 31 17
    config status: Enabled
    operational status: Connected
    sync status: -
    version: -
n1000v#

例 5-8 show svs upgrade status

n1000v# show svs upgrade status 
Upgrade State: Start
Upgrade mgmt0 ipv4 addr: 1.1.1.1
Upgrade mgmt0 ipv6 addr:  
Upgrade control0 ipv4 addr:  
n1000v# 

例 5-9 show system redundancy status

switch# show system redundancy status
Redundancy role
---------------
      administrative:   primary
         operational:   primary

Redundancy mode
---------------
      administrative:   HA
         operational:   HA

This supervisor (sup-1)
-----------------------
    Redundancy state:   Active
    Supervisor state:   Active
      Internal state:   Active with HA standby

Other supervisor (sup-2)
-----------------------
    Redundancy state:   Standby
    Supervisor state:   HA standby
      Internal state:   HA standby

switch# 
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例 5-10 show vmware vem upgrade status

n1000v# show vmware vem upgrade status
Upgrade VIBs: System VEM Image
Upgrade Status: 
Upgrade Notification Sent Time: 
Upgrade Status Time(vCenter):  
Upgrade Start Time: 
Upgrade End Time(vCenter): 
Upgrade Error: 
Upgrade Bundle ID:
    VSM: VEM400-201007101-BG

DVS: VEM400-201007101-BG

n1000v# 
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